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はじめに 
ルックアップ 

ONESOURCE ルックアップ画面は、所定の ONESOURCE 製品に保存されたすべてのレコードの簡単な概

要を提供するクロスプラットフォーム機能です。通常、ユーザーが作業しているソリューションのランデ

ィング画面として使用されます。追加クエリは、ワークフローの開始、プロセスの管理、または定期的に

必要な特定レコードのデータベース内検索を支援するために使用されます。 

動的フォームの画面 

動的フォームは、次の画面で使用されます。 

• 企業情報管理 
• 輸出管理 
• 輸入管理 
• ライセンス管理 
• AES 
• 搬入検証 
 

ルックアップ 
ルックアップ画面を開くには、メインの製品メニューから、[分類一覧] または [FTA 一覧] などの製品固有

のリンクを選択します。このセクションのスクリーンショットは、グローバル分類一覧から取得されます

が、基本的な機能はすべての製品で同じです。 

一部のルックアップには、グリッドの上部にドロップダウンがあります。このドロップダウンがあると、

そのクエリのデータは、グローバル分類の国など、さまざまなフィルターにより絞り込んで表示すること

ができます。 

グローバル

ビュー 

Global Classification に保存されている製品データベース全体にアクセスできます。 

国別ビュー 現在選択されている国（たとえば米国）の製品だけが表示されます。 
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ドック 

概要 

ルックアップ画面の左側にあるタブは「ドック」と呼ばれます。ドックは、指定した基準に基づいてデー

タベースをさらに絞り込むために使用します。各ドックに表示されるデータセットは、現在のデータベー

スを正確に表します。各ドックのタイトルの横には、数字かアイコンが表示されます。  

HS コード 数字は、そのドックの基準と一致するレコードの数を示します。たとえば、あるレコ

ードが編集されて特定のドックに適合しなくなった場合、そのレコードはルックアッ

プ画面が更新されたときにそのドックから削除されます。 

読み込み中

（ ） 

このアイコンは、ドックのクエリがまだ読み込み中であることを示します。クエリが

成功すると、このアイコンの場所に数字が表示されます。クエリが失敗すると、この

アイコンの場所に警告アイコンが表示されます。 

警告（ ） このアイコンは、クエリの実行中に問題が発生したことを示します。いずれかのドッ

クにこのアイコンが表示されている場合は、システム管理者に連絡して支援を求めて

ください。 
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以下の例のように、さまざまな用途に応じた標準的なクエリをルックアップドックとして追加できます。 

• 作業キュー（例: 「分類を依頼を開く） 
• ステージングデータ（例: FTZ ステージング受領取引） 
• 概要ページ（例: DPS ブロックされた当事者） 

独自のクエリをドックとしてルックアップ画面に追加することもできます。セキュリティ上の理由で、ド

ックの表示/非表示をセキュリティグループ権限に基づいて設定することができます。 

ドックを開く 

 

ドックを開くには、そのドックの名前をクリックします。 

画面が再読み込みされてドックの結果が新規グリッドに表示されます。ヘッダーは、選択したドックの名

前と同じになります。 

各ドックには、そのレコードに固有の主要情報が表示されます。ルックアップグリッド内の各フィールド

は、顧客の好みに応じてカスタマイズ可能です。  

 
 

 

ドックメニューの表示/非表示 

画面を広く使うために、ドックメニューを非表示にすることができます。それには、画面の左側にあるタ

ブをクリックします。 
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すると、画面が更新されて、グリッドがドックなしで表示されます。タブをもう一度クリックすると、ド

ックメニューが再び表示されます。 
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ビュー 
[ルックアップ] 画面には、お客様がビジネスを展開している国別のビューと、すべての国のプロファイル

に共通する情報が表示されるグローバルビューがあります。いずれかのドックを選択した後、そのままデ

フォルトのグローバルビューでグリッドを表示することも、ドロップダウンから国別ビューを選択するこ

ともできます。  

このドロップダウンには入力補助機能があります。ユーザーがドロップダウンに 1 文字入力するごとにオ

プションが絞り込まれて、入力された検索条件と一致するオプションだけが表示されます。 

 

 

フィルタリング 
ドックとビューを選択した後、フィルターを使用して特定の製品を検索し、素早く見つけることができま

す。必要に応じて、検索の対象にする列を追加して検索結果を絞り込むことができます。 

検索を実行するには、検索対象の列を選択し、列名の右側にあるアイコンをクリックします。 
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詳細フィルターのアイコンをクリックすると、フィルターオプションのリストが開きます。それぞれのオ

プションについて、以降の各セクションで詳しく説明します。 

 

 

並べ替え 

列が昇順（A から Z へ）または降順（Z から A へ）に並べられます。並べ替えをクリアして、列の表示順

を元の順序に戻すこともできます。 

 

 

グループ化 

 

 

[グループ別] をクリックすると、グリッドの表示が更新されます。選択した列で同じ値を共有するレコー

ドがすべて値別のグループにまとめられ、左端の矢印ボタンをクリックすることで展開/折りたたみでき

るようになります。下の例では、グリッドが [製品名] 別にグループ化されています。その結果、製品名の

値が [ハンドルバー] および [ライト、インテリア] である商品はすべてグループ化されました。 
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[グループ解除] をクリックすると、グリッドが元の状態に戻ります。 

 

ベストフィット 

一部のドックには、必要以上の幅がある列が含まれる場合があります。  

 

 

[ベストフィット] フィルターオプションは、画面のパラメータに合わせて列幅を縮めます。 
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列の設定 

[列] フィルターオプションを使用すると、列の表示/非表示を切り替えて、表示する必要がある列だけを表

示することができます。 

 

 

チェックボックスがオンになっている列ヘッダーは表示されたままになります。チェックボックスがオフ

になっている列ヘッダーは非表示になります。 
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デフォルトフィルター 

10 万件を超えるレコードを検索する場合、検索のスピードを最適化するため、[完全一致]、[前方一致]、

[含む] などの列フィルターの使用を勧めるメッセージが表示されます。これらのフィルターは特定の条件

を満たす行のみを表示することで、製品ルックアップの応答速度を向上させ、時間を節約できます。  

、[デフォルトフィルター] を使用すると、今後の検索のためにフィルター設定を保存できます。  

1. 3 つのオプションのいずれかを選択します。 

2. フィルターセクションに必要な情報を入力します。 

3. [フィルター] を選択して設定を保存します。 
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フィルタリング 

それには、検索対象とする列を選択し、検索条件にする値を入力します。表示されたリストから、フィル

ターオプションを選択します。一連のフィルターオプション（[下記を含む]、[下記を含まない] など）が

表示されます。これらのオプションは、列のタイプ（英数字、数値、日付など）によって異なります。パ

ラメータを設定したら、[フィルター] をクリックします。 

 

 

グリッドが更新されて、指定したフィルタリング条件に一致する値を持つ行だけが表示されます。 
 
特定の列からすべてのフィルターをクリアするには、[フィルターをクリア] をクリックします。 
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複数のフィルター 
ルックアップに複数のフィルターを適用する場合は、[複数のフィルターの有効化] オプションを使用しま

す。これにより、画面を更新する前にすべてのフィルターオプションを適用してデータを返すことができ

ます。これは、各フィルター条件の設定間でデータを引き出すために画面を更新することがないため、大

量のデータが返されるルックアップドックを操作する場合に特に役立ちます。  

 

 

複数のフィルター機能を利用するには、次の手順に従います。 

1. [複数のフィルターの有効化] チェックボックスをオンにします 

a. メモ: [複数のフィルターの有効化] オプションがオフの場合、このボタンは複数のフィルターを適用

する場合にのみ使用できるため、[複数のフィルターを適用] オプションは無効になります。[複数のフ

ィルターの有効化] プションをオンにすると、[複数のフィルターを適用] ボタンが有効になります

が、[複数のフィルターを適用] をクリックする前に列フィルターを適用しておく必要があります。 

 

 

 
2. ユーザーガイドで前述したように列フィルターを適用します。[複数のフィルターを適用] が有効になっ

ている間は、必要な数だけ列にフィルターを適用できます。  

a. フィルターを適用している間は、グリッドはそれらのフィルターに基づいて更新された結果を引き戻

すことはしないため、追加のフィルターオプションを適用する時間を節約できます。 

b. 複数のフィルターを使用する場合、フィルターはグリッド内のデータにすぐには適用されないので、

[フィルター] の代わりに [フィルターの設定] オプションが表示されることに注意してください。[複

数のフィルターを適用] をクリックすると後で適用されるようにフィルターを設定しています 
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3. すべての列フィルターが追加されたら、[複数のフィルターを適用] をクリックします。この時点で、

フィルターがグリッド内のデータに適用され、追加されたすべての列フィルターに基づいて結果が返さ

れます 
4. さらにフィルターが必要な場合は、必要に応じて列フィルターを追加します。 

 

列ごとに行う通常のフィルタリングに戻るには、[複数のフィルターの有効化] オプションのチェックをオ

フにします。オフにすると、列にフィルターを設定するたびに画面が更新され、そのフィルターに基づい

てグリッドデータの結果が更新されます。 

この機能を理解するために、画面上に表示されているツールのヒント機能を利用できます。[複数のフィル

ターの有効化] オプションにカーソルを合わせると、以下のように機能の詳細を説明するツールのヒント 

が表示されます。 



ONESOURCE Lookup & Dynamicフォーム   15 

 

© 2026 Thomson Reuters 
  

 

 

 [複数のフィルターを適用] にカーソルを合わせても、この機能を明確に説明するツールのヒントが表示さ

れます。 

 

 

製品番号フィルター 
[製品番号] フィルターは、[製品番号] 列のみに固有の特別なフィルターであり、グリッド内の特定の製品

リストを検索するのに使用できます。このフィルターを利用するには、[製品番号] の名前の横にある黒い

フィルターアイコンをクリックします。 

 

 

フィルターアイコンをクリックすると [製品番号フィルター] ポップアップが開きます。フィルタリングす

る製品番号ごとにそれぞれ新しい行を追加します。行を追加する準備ができたら、[+] アイコンをクリッ

クします。 

行が追加されると、下のボックスに表示されます。製品を削除する場合は、製品名をクリックし、[-] ボタ

ンをクリックします。[すべてクリア] をクリックすると、リストからすべての製品が削除されます。 

検索するすべての考えられる製品番号が追加されたら、[検索] をクリックします。一度に 2000 件までの

検索が可能です。 
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画面に確認メッセージが表示されます。[OK] をクリックして続行します。 

 

 

グリッドの設定 
グリッドの現在の設定を保存するには、[グリッド設定を保存] をクリックします。次回グリッドを開く

と、保存したすべてのパラメータ（フィルタリング、表示幅、列の設定など）がすでに適用された状態で

読み込まれます。 

 

 

グリッドを元の設定に戻すには、[グリッド設定を保存] の横にある [x] をクリックします。 
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リンク 
ルックアップで特定のレコードを見つけた後、ONESOURCE ソリューションと設定内容に応じて、ユーザ

ーが選択できるオプションがいくつかあります。以下は、グローバル分類で使用可能ないくつかの例で

す。 

編集 [分類を編集] 画面が開き、個々の製品レコードを編集できます。 

グローバルビ

ュー 

[グローバル製品ビュー] 画面が開き、選択した製品がリストされている各国の概要が

表示されます。 

HS 番号 [グローバルタリフ] 画面が開き、選択した製品の HS 番号の詳細が表示されます。HS 

番号の詳細については、「ONESOURCE Global Trade Content ユーザーガイド」を参

照してください。 

 

リンクフィールドは色付きの太字で表示されます。どの色で表示されるかは、使用されているテーマによ

って異なります。  

リンクをクリックすると、ブラウザの 2 番目のタブが開くか新しいウィンドウがポップアップして、選択

したレコードの情報が各フィールドに入力された状態の画面に移動します。たとえば、ONESOURCE 

Global Classification の [未分類製品] ドックには [製品番号] 列があります。[製品番号] リンクをクリック

すると、ブラウザの 2 番目のタブが開きます。このタブで、選択した製品の情報が事前入力された状態で 

[分類を編集] 画面が開きます。 

[分類一覧] 画面の右上に表示されるリンクは、実装によって異なる場合があります。表示される可能性が

あるリンクのリストを下の表に示します。 

Web リンク 顧客がカスタマイズできる要約された第三者リンクのリスト。 

新規 現在選択している国別ビュー内に新規の製品レコードを作成します。 

依頼を作成 新規の「分類リクエスト」を作成し、外部関係者（認定通関業者など）が

新規および既存の製品に関する情報（HS 番号が付いていない製品など）を

表示および依頼できるようにします。 

グローバル関税 ONESOURCE Global Trade Content 内の [HS コード実行関税率表] 画面に移

動します。 

すべてのレコード数を

更新する 

すべての「分類一覧」文書のレコード数を再読み込みします。 

分析 選択した製品の HS 番号と国をさらに詳しく分析するために、ONESOURCE 

Tariff Analyzer ソリューションに切り替わります。 
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ONESOURCE Global Classification が実装時にどのように設定されたかに応じて、他のリンクが表示され

る場合があります。以下を参照してください。 

事前教示 税関事前教示オンライン検索サービスに切り替わります。 

FDA コードビ

ルダー 

アメリカ食品医薬品局（FDA）の Web サイトに移動します。そこで FDA 製品コー

ドを作成できます。 

CAS CAS（Chemical Abstracts Service）の Web ページに移動します。そこで、特定の

製品に関して必要な化学調査を行うことができます。 

抽出 現在グリッドに表示されているレコードを最大 100 万件まで Microsoft Excel にエ

クスポートできます。エクスポートするレコード数がこの制限を超える場合は、検

索条件を絞り込んでください。 

終了 デフォルトのホームページに戻ります。 
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動的フォームの画面 
フォームの画面は、出荷、申告、製品、FTZ 取引など、 1 つのレコードに関連するデータについて複数の

フィールドの入力と管理が必要な場合に、ONESOURCE プラットフォーム全体で使用されます。ユーザー

ガイド セクション全体で使用されるスクリーンショットは、輸出管理のものですが、機能はプラットフォ

ーム全体で同じです。 

フォームの画面はほとんどのソリューションで構成可能です。クライアントは、Thomson Reuters 実装チ

ームと連携して、自身の環境での使用に最も役立つフィールドを決定できます。 

通常、補足フィールドも追加できます。フィールドのタイプと表示される名前は変更でき、フィールドの

順序は実装中に変更できます。システムの設定方法によっては、フォーム上のフィールドが灰色のバーで

表示されるようにセクションに分割される場合があります。 

 

 

セクションの非表示/展開 
セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  
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そのセクションのフィールドは画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、フィールド

が再び表示されます。 

 

 

フォームフィールドの絞込み 
それぞれのセクションには、[フォームフィールドの絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボッ

クスに値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致するフィールド名だ

けが表示されます。 
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必須フィールドを表示 
必須フィールドだけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須フィールドを表示] ボックスをオ

ンにします。グリッドが更新され、必須フィールドのみが表示されます。 

 

 

空白フィールドを表示 
空白フィールドだけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白フィールドを表示] ボックスをオ

ンにします。グリッドが更新され、空白フィールドのみが表示されます。 

 

 


